様式第1号(第2条関係)

	若者定住促進住宅

入居申込書
	町長
	副町長
	課長
	係長
	係

	
	
	
	
	
	

	※伺い
	下記のとおり入居許可してよろしいでしようか。
入居住宅　若者　　　　　　　住宅（　　号）
入居年月日　　　　　　年　　　月　　　日
	　信　　第　　　号

	
	
	起案年月日
	

	
	
	決裁年月日
	

	※希望住宅名
	※構造
	※受付番号
	※抽せん番号
	※抽せん結果

	
	
	
	
	

	　　　年　　月　　日

信濃町長　様

現住所

申込人 EQ \* jc2 \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しめい),氏名)　　　　　　　　　　

電話番号

	この記載事項が相違する場合は、入居の資格を取り消されても異議を申しません。

なお、私及び同居しようとする親族は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員ではありません。

	勤務先の所在地　

	勤　務　先　名　　　　　　　　　　　　　　　TEL

	若者住宅に入居しようとする者
	EQ \* jc2 \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しめい),氏名)
	続柄
	生年

月日
	年齢
	職業・

勤務先
	所得額
	扶養控除等

	
	
	
	
	
	
	
	老人
	障害
	特障
	老年
	寡婦
	特定

	
	
	本人
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計所得
	円
	合計人数
	
	
	
	
	
	
	


※印欄には、記入しないでください
	該当する番号、記号等を〇で囲み必要事項を記入してください。

〔　〕内は、できるだけくわしく書いてください。

	住宅困窮の要因
	住宅困窮の状況
	現在の居住状況

	
	1　住宅以外の建物に居住している。

2　保安上危険又は衛生上有害な状態にある住宅に居住している。

3　他の世帯と同居して生活上著しく不便を受けている。

4　住宅がないため親族と同居できない。

5　風教上不適当な住宅に居住している。

6　正当な理由により、立退きを要求されている。

7　通勤が困難である住宅に居住している。

8　過大な家賃を支払つている。

[image: image1.jpg]


9　上記以外の場合は、その困窮事情を〔　〕に記入してください。 
	住居の種類
	ア　持家(自己所有)

イ　借家(公営、民営、給与、その他)

ウ　間借り

エ　寮

オ　下宿

カ　同居(親、その他)

キ　その他

	
	
	住居の面積
	m 2

(坪)

	
	
	住居の室数
	畳
	畳
	畳
	畳

	
	
	
	室
	室
	室
	室

	
	
	家賃月額
	円

	
	
	
　現住所の案内図



	
	片道通勤時間
	時間　　分


＜添付書類＞

1　住民票の写(世帯全員記載のもの)

2　収入状況を証明する書類(所得証明書)

3　納税証明書
(以下該当者のみ)

4　健康保険被保険者証等

5　家賃通帳と家屋賃貸借契約書

6　事実を証明する書類(婚約証明等)が確認できるもの等
